
　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
衣料品専門店
（統括）

販売量の動き ・ワイシャツ、ネクタイ、靴下などのビジネス用品、日用品
の販売点数が伸びている。

○

一般小売店［和
菓子］（経営
者）

来客数の動き ・猛暑が続いた割にゲリラ豪雨が少なかったので、夕方から
の来客数が減らずに済み、売上につながっている。

○

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・夏の暑さや、消費税増税前の需要でやや良くなっている。
ただし、前回の増税前の時期と比べると、消費者もいつ買う
のが得なのか、よく分からないようである。当店としても、
今がお得となかなかお勧めしにくいのは確かである。

○

一般小売店［祭
用品］（経営
者）

販売量の動き ・８月は天候が良く、イベント等も盛んに行われているた
め、若干ではあるが需要が多い。

○
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・消費税増税前の駆け込み需要でやや良くなっている（東京
都）。

○

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・出掛ける人が多いのか、初旬からお土産感覚のギフト需要
が多く、来客数、売上共に前年をクリアしている。

○

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・今月に入ってから婦人、紳士アパレル関連が前年を上回る
など、全体的に商品の動きは良くなっている。消費税増税前
の駆け込み需要により、ブランド品、宝飾品、時計等の高額
品は堅調に推移しており、一部の観光客の減少も報道される
なか、化粧品についてはインバウンド需要の堅調さは変わら
ない。不振カテゴリーの復調により全体の底上げにつながっ
ている（東京都）。

○

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・７月末の梅雨明け以降、来客数は前年を超えている。特
に、都心店は地方からの旅行客や外国人観光客でにぎわって
いる。連日の猛暑により、ＵＶ関連商材や夏物衣料が好調だ
が、本来は前月に売れるべき商材であり、前月の天候不順に
よる影響である。購買口数は依然として減少が続いており、
必要な商品のみの購入にとどまる傾向は継続している（東京
都）。

○

百貨店（店長） 販売量の動き ・８月に入り、当エリアの天候が安定し、夏らしい日差しが
出たため、これまで動きの遅かった夏物セール品の販売が改
善している。しかしながら、環境は前月まで以上に悪化して
おり、先行きは依然として不透明なままである。

○

百貨店（計画管
理担当）

販売量の動き ・８月については食料品が不調だが、衣料品が好調なため、
全体では前年を上回る勢いで推移している（東京都）。

○

スーパー（販売
促進担当）

来客数の動き ・買上客数は２％減だが客単価がアップし、売上が増加して
いる。暑さが戻り、衣料品の売上も大幅に伸びている。生鮮
食品は横ばい傾向である。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数の動きから判断すると、やや良くなっている。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・たばこの売上が日販で２万円くらい落ちていて、それを加
味してもやや良くなっている。

○

家電量販店（店
長）

単価の動き ・エアコン、冷蔵庫が猛暑により好調である。また、洗濯機
も依然として伸びている。これらの白物家電は全体の単価を
押し上げる効果があり、単価は前年比２けたの伸びを示して
いる（東京都）。

○

家電量販店（店
長）

単価の動き ・消費税増税前の駆け込み購入がみられる。テレビ、冷蔵
庫、洗濯機、エアコンが顕著である。また、パソコンにおい
ても増税前と、ＯＳのサポート終了が近づいているため、動
きが良い。

○

家電量販店（経
営企画担当）

来客数の動き ・７月の梅雨寒から一転して猛暑に戻り、８月は、７月に厳
しかった季節商材を中心に、国内消費が復活している。ま
た、消費税増税前の駆け込み需要も加わっている印象であ
る。インバウンドについては、元安や米中貿易摩擦の影響
か、中国人ツーリストの購買力が落ちている（東京都）。

○
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・消費税増税前の影響か、駆け込み受注が増えている。
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○

その他専門店
［貴金属］（統
括）

販売量の動き ・全般的に販売量が増加してきている。取扱商品の特性か
ら、消費税増税前の駆け込み需要もあると考えられるが、前
回増税時のような大きな変化はみられない（東京都）。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・８月の曜日回りが良かったこともあるが、それを差し引い
ても前年売上を実質的に超えている。

○
高級レストラン
（経営者）

販売量の動き ・売上額、粗利共に前年実績、今年度予測よりも３～５％増
となっている。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・夏なので宴会はそれほどないのだが、昼夜通してフリー客
が増えている（東京都）。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・長梅雨が災いして夏の出だしが遅かったが、その後の暑さ
のためインド料理を扱う飲食部門、飲料やスイーツ原料の輸
入卸し部門、いずれも８月の売上は前年比で伸びている。た
だし、飲食部門は改築して増床したことが原因で売上増に
なったとも考えられる。

○

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・今月も近隣のコンベンション施設の稼働が非常に高い。音
楽、ライブ関係のイベントも多数あり、宿泊の稼働率は好調
である。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・夏季シーズンということで、周辺のイベント需要により高
稼働となっている。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・市内で国際会議があり、そのインバウンドの影響で、単価
が非常に高く取れている（東京都）。

○
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・前年同月と比較して売上が５％ほど伸びている。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・お盆休みがあったにしては意外に利用がある。昼は暑さし
のぎでタクシーに乗り込み、夜も飲み屋街からのオーダーが
やや多く感じる。30度超えの暑さが続いていることが、利用
が増えている要因で、１日を通して平均的に仕事ができてい
る。

○
タクシー運転手 来客数の動き ・今月は天候のおかげでやや良くなっている（東京都）。

○

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・消費税増税前の駆け込み需要の影響もあると思うが、新築
戸建てや転居の件数が増加しており、契約数を押し上げてい
る。

○

通信会社（管理
担当）

それ以外 ・音声認識システムの普及が鍵だと考えている。携帯業界は
新規参入と長期契約縛りの是正によって下火になるが、社会
的に音声認識システムを広めることで、家の中の家電の買換
えも進むと考えられる。ネットワーク起点となる新技術を普
及させるべきである。

○
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・３か月前にもらった仕事が少なくなることもなく、現在も
続いている。

○

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約93％となり、景気はどちらと
もいえない。３か月前の販売量と比べるとやや良くなってい
る。子供の夏休みと、長い夏期休暇により来客数、商談数共
に減ると思われたが、ふだんの月と変わらなかったという印
象である。

□

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・今月は、来客数が少ないため日々の売上は落ちているが、
単発のエアコン工事関係の仕事が増えたので、大体例年と同
様の売上になっている。

□

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・昔から当社の業界では、ニッパチという言葉があり、２月
と８月は最悪だという話を父からも聞いてきたが、全くその
通りで、猛暑で最悪である。

□

一般小売店［文
房具］（経営
者）

お客様の様子 ・当店に関しては売上、来客数共にほぼ横ばいである。８月
は商店街のイベントが幾つかあり、例年以上の人出でにぎ
わった。しかしながら、客は「モノからコトへ」の傾向が強
く、近隣物販店の売上は伸び悩んでいる。飲食店ではイベン
ト帰りの客で混雑している店が多く見受けられる。景気が良
くなっても、消費者のモノへの価値観が変化していることを
強く感じる（東京都）。

□
一般小売店
［傘］（店長）

販売量の動き ・一時期上向きに感じたが、徐々に動きが鈍くなっている。
結果的には余り変わらない。



□

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・全体的には、消費税増税前ということで、食料品以外はよ
く売れている。食料品もほぼ前年並みで、前月と大きくは変
わっていない。８月は猛暑があったので、飲料水、ゼリーを
中心によく動き、何とかもっている（東京都）。

□

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・長い梅雨が明け、衣料品等、一部は好調に推移しているも
のの、売上分母が大きい生鮮食品等が苦戦しており、全体的
にも厳しい結果となっている。

□

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・付加価値が高い商材への関心は高い一方で、中間価格帯の
商品群への関心は気温に左右されるなど力強さがない。消費
税増税前の駆け込み需要による押し上げもまだ限定的である
（東京都）。

□

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・都内基幹店の売上は前年比102％、来客数は前年比99％
で、消費税増税前の美術品、高額時計等、高額品が好調であ
る。インバウンド売上は、韓国人旅行客や中国系バイヤーの
減少により、免税売上が前年比94％と引き続き苦戦している
（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・一部のラグジュアリーブランドや宝飾品等に消費税増税前
の駆け込み需要と思われる売上増がみられるが、それ以外の
商品カテゴリーにはほとんど変化はみられない（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・８月に入り、遅い梅雨明けの影響を受けていた衣料品の
セールやシーズンアイテムの売上が持ち直している。また、
月後半には消費税増税に向けた駆け込み需要なのか、化粧品
の売上が伸長している。

□

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・客の様子を見ていると、広告初日の値引き、安価商品やポ
イント何倍の曜日、時間帯でのタイムセールなどお得な時
間、曜日、店舗をうまく使って安い物を買い回っている状況
が多くみられる（東京都）。

□

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・７月は良くなかったので、８月こそ暑くなって良くなるか
と思ったが、それほどでもない。来客数がやや少ない状況が
続いており、客の節約志向も多少あるように感じている。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が１日当たり53名、累計値で1325人が前年に比べて
減っている。外的要因がない中で、来客数だけ減っている。
客単価、買上点数は前年を上回っているので、来客数が落ち
た分をしっかりとフォローできれば上向きになるとは思う
が、減少要因を具体的につかめていない。

□

スーパー（店
長）

単価の動き ・売上、点数は前年並みを維持しているものの、単価の上昇
がみられない。より安価な物へと志向が傾いている（東京
都）。

□
スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・必要な物は多少高くても買うが、必要でないものは安くて
も買わない。そのため買上点数が上がらない。

□

スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・８月に入り、季節商材の急稼働がみられるが、７月の長雨
の影響による売上ダウンはまだカバーしきれていない（東京
都）。

□

スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・今年のお盆休みは９連休となり、遠距離に出掛けた人も多
く、通常の買物は節約ムードであった。また、猛暑が続き、
来店頻度が減り、来客数が減少している。

□

スーパー（仕入
担当）

販売量の動き ・７月下旬からの気温上昇に伴い、夏物商材の売上は伸びて
いるが、客の来店時間が遅くなっているため、平均単価に若
干影響が出ている。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・買上点数が少なくなっている（東京都）。

□
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・天気の急変等で来客数、売上の変化はあるものの、月間で
はこの数か月の数値に変化はない。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・梅雨明け後の気温上昇により、飲料等の商材が好調だった
ものの、後半の台風等で売上が足踏みし、全体では例年並み
の実績になっている（東京都）。

□

コンビニ（商品
開発担当）

お客様の様子 ・お盆前後から天候に恵まれ期待していたが、月末に天候が
崩れ、このまま秋になってしまうと売上が不安である（東京
都）。



□

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・暑くなり、盛夏物が売れている。特に肌着、靴下の実用衣
料品が良い。ファッション衣料は値下げを早めたので、処分
販売はできたが売上にならない。客は今必要な物しか買わな
い。衣料は始末の対象となっている。

□

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・７月の天候不順による落ち込みに比べれば回復している。
現時点で前年比を５％程度上回っているものの、７月の落ち
込みをカバーするには至っていない（東京都）。

□
衣料品専門店
（役員）

単価の動き ・依然として売れるのは低価格品ばかりで、高額品の動きは
全く悪い。

□
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・物にお金を掛けられるかという客の様子は以前と変わらな
い。

□

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・消費税増税前のため、来客数は微増だが、客から増税を控
えているから買いに来たという様子は余り感じられない。

□
家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・客の様子を見ていると、買い控えが出てきている（東京
都）。

□

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備と販売をしている。整備は順調に入っている
が、販売が余り芳しくない。10月から消費税が上がるので、
駆け込み需要を期待したのだが、余り伸びていない。

□

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・客の話によると、建築関係については、契約は増えてきて
おり、人手不足のため人件費を上げているとのことである。
来年の東京オリンピックを控えて、人手不足に加えて工期の
遅れも出てきているということなので、景気としては良い状
態で今後も推移する（東京都）。

□
乗用車販売店
（総務担当）

お客様の様子 ・客に消費税増税前の駆け込み購入の考えがなく、売上が上
がらない。

□
乗用車販売店
（店長）

お客様の様子 ・消費税増税を前にした駆け込み需要もあるが、景気が良い
とは思えない。

□
住関連専門店
（営業担当）

お客様の様子 ・消費税率の引上げを目前にして、駆け込み需要が顕在化し
ている（東京都）。

□

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

お客様の様子 ・客と話をしても、余り良い話が聞こえてこない。

□

その他小売
［ゲーム］（開
発戦略担当）

販売量の動き ・主要２ハードのうち片方のタイトルラインナップが薄く、
もう片方も秋にハードのマイナーチェンジを控え、やや盛り
上がりにかける夏季商戦である（東京都）。

□

高級レストラン
（営業担当）

来客数の動き ・７月現在、レストランの来客数は前年比98.2％、宴会客数
は前年比102％、総合計は前年比102.0％である。これに対
し、客単価の下落がみられ、売上はほぼ前年並みのため、総
合的に判断して、景気は変わらない（東京都）。

□

高級レストラン
（仕入担当）

単価の動き ・販売単価、来客数、売上いずれも前年とほぼ変わらない
が、長雨の影響か、ビールの売上が振るわない（東京都）。

□

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・天候不順は除外しても、外交、経済の不安要因の増大は、
客の意欲を低下させ、外食においては文字どおり食欲不振を
起こしている（東京都）。

□

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客の様子からも、決して景気が良くなっているような感じ
はしない。年金や社会保障の問題があり、消費者は不安に
思っているので、財布のひもが固くなっている。お金をばら
まくような景気の良さはなく、シビアである。

□

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・景気は東京オリンピックまで少しずつでも上がり続けると
思うが、同業者の中には仕入原価、人件費を吸収しきれず
に、経営が悪化しているところも見受けられる（東京都）。

□
一般レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・注文数は特に変わらない。

□

一般レストラン
（統括）

お客様の様子 ・８月はここ数か月と大きな変動はなく、客の動向は安定し
ている。業績も同様であり、現場レベルでは景気の大きな変
動は余りない（東京都）。



□

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・近隣店舗の様子や、街のにぎわいも変化がないように感じ
る（東京都）。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・天候不順や急に暑くなったことにより、年配者の利用が減
少傾向で、特にレストランは販売量に影響が出ている。消費
税増税を控えて景気も停滞気味で、夏休みではあるが通常の
月と変わらない販売量となっており、良くも悪くもない状況
が続いている。

□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・例年と比べて売上に大きな変化はみられない。

□

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・営業手法別で傾向が違い、戸建ては前年に比べて減少して
いるが、集合住宅はリアクションも含めて前年比で増加傾向
で変わらない（東京都）。

□
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・秋のイベントに向けて活動が増えている（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入、コース変更共に、相変わらず必要最小限の内容
を選択する傾向が続いている。

□
通信会社（経営
企画担当）

お客様の様子 ・商談数、契約数共に横ばいである（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新規加入数と解約数が３か月前とほとんど同じなので、状
況は変わりがない（東京都）。

□
通信会社（経理
担当）

単価の動き ・必要最小限の安い料金プランが好まれている。

□

パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・夏場に入り、特にお盆連休が長いこともあり、売上、来客
数共に若干伸びているが、直近３か月を通算すると横ばいで
ある。

□

競輪場（職員） 単価の動き ・いろいろな売上対策を講じて、どうにか変わらない景気を
保っているというのが現状である。来客数は減っているが、
単価は微増しているので、変わらない状況を保てている。

□

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・民間の投資意欲が低いまま推移している。今年度の官庁案
件も一段落したので、現在の手持ちの仕事以外、新規受注は
厳しいと考えている。

□
設計事務所（職
員）

それ以外 ・自社の売上状況、業界の動向いずれも大きな変化はみられ
ない（東京都）。

□

その他住宅［住
宅管理・リ
フォーム］（経
営者）

競争相手の様子 ・今月に入っても今までどおりで何の変化もなく、全く期待
が持てない。

▲

商店街（代表
者）

販売量の動き ・10月から消費税が上がるが、それに対する反応が非常に鈍
く、先取りして買おうという意識が余り感じられない。その
ような様子や、今月の売上動向から考えると、余り思わしく
ないというのが現状である。

▲

商店街（代表
者）

それ以外 ・クレジットカードの取扱は辛うじて前年同月並みを維持し
ているが、全体的な来街者の動きは余り活発ではない。消費
税増税前の駆け込み需要もまだない。ただし、イベントに対
するレスポンスは良く、世界経済などで暗い話題が多い中
で、一般人が消費とは別の次元で楽しみを求めているのは間
違いない。ラグビーワールドカップなどで明るい話題が出れ
ば、良い空気感が出るかもしれない（東京都）。

▲

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・消費税増税前の駆け込み需要があると思ったのだが、全く
ないように感じる。動きはあるが、他店と比べられることが
多く、どうしても単価が安くなってしまう（東京都）。

▲

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・相変わらず新規契約を取れず、売上も伸びない。現状を維
持するのに四苦八苦している。客の注文もまとめてはくれな
い（東京都）。

▲

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・消費税増税前の駆け込み需要もなく、来客数の減少に歯止
めが掛からない。百貨店での買物より生活必需品が重要とい
うことか。

▲

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・気温や天候の影響を受けた衣料品の不振は継続している。
高額品の一部で消費税増税前の駆け込み需要がみられるもの
の、想定していた半分程度の効果である（東京都）。

▲

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・客単価が好調で、売上を支えている全体の大きな流れは変
わらないが、今月に入って少し客単価に陰りが見え始めてい
る（東京都）。



▲

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・前年よりも１か月梅雨明けが遅く、８月の頭に梅雨が明け
たということで期待したのだが、来客数は前年比95％程度と
なっている。客単価はまずまずだが、売上は食品を中心に
７％ほど前年を割っている。客の買い方に力強さが見受けら
れない。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・８月は真夏日が多くプール客も見込めたが、例年を下回
り、厳しい結果に終わっている。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・長い梅雨も終わり、今月は来客数が増えるところだが、前
年比で来客数が伸びていないので、悪い方向に行っているの
ではないか。

▲

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・今年の夏物商戦は販売期間が短く、定価販売時期もほとん
どないままセールに入ったが、猛暑が続き、外出を控える客
も多いため、販売量が少なく、前年比85％で終わっている。
老後の2000万円不足問題から年配者の購買意欲が落ち、本当
に物を買わなくなってきている。

▲

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・今月初旬に梅雨が明け、季節商材を中心に好調に推移し、
前年比で久々の２けた伸長となっているが、気温の低下とと
もに販売量も下がり始めている。

▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・来客数が少なく、販売量も前年よりかなり減少している。

▲
乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・販売量、来客数共に減少している。

▲
乗用車販売店
（店長代行）

来客数の動き ・決算月、消費税増税前の駆け込み販売を期待していたが、
４月以降の来客数と変わらない（東京都）。

▲

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・現時点で、消費税増税前の駆け込み需要は見受けられず、
買い控えがいまだに続いている。売上も伸びず、低迷してい
る。

▲

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・８月は休みが多いために、店の売上がかなり落ちる。ケー
タリングもやっているが、８月はほとんど注文がないため、
年間で売上が最も悪い。３か月前と比べると20％くらいマイ
ナスになっている。

▲

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前の５月１～29日までの前年比は、売上108.7％、
来客数100.5％である。８月１～26日までの前年比は、売上
101.1％、来客数91.5％である。３月に１店舗、５月に２店
舗で販売価格を上げているので、売上は前年比を少し超えて
いるが、来客数はかなりダウンしている（東京都）。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・７月は長雨、８月は気温の高い日が続いたので、外食産業
にとっては良いことがなかった。

▲

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・客は来店するが、行きたい旅行先についての現状の気象状
況がなかなか把握しにくいため、決断が難しく、販売量が
徐々に下がり気味になっている。

▲
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・韓国、香港問題の影響があり、海外旅行を控える人が目
立っている（東京都）。

▲

旅行代理店（販
売促進担当）

販売量の動き ・今月は夏休み等があり、個人旅行の最盛期を迎えている
が、当社の場合、個人旅行全体として前年比マイナス9.3％
になっている。国内企画旅行はそれほどでもないが、海外企
画旅行が２割強減っており、非常に厳しい。国内の団体旅行
に関しては、前年比15％減である（東京都）。

▲
旅行代理店（総
務担当）

お客様の様子 ・客からの依頼件数は変わっていないものの、予算、人数が
減少している（東京都）。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・都心の地下鉄改良工事、出入口のエスカレーター設置、地
下連絡通路工事等で通行に不便を来す昨今で、内需拡大と思
いきや、景気には全く関係ないようである。深夜の歓楽街は
ひっそりとしており、客足は早く引け、今一つ景気が良くな
い（東京都）。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・気温が上がっているときは客の売上が少し良かったのだ
が、このところ気温が下がってきており、やや低調である。
天候に左右されるとはいえ、多少心配である（東京都）。

▲

タクシー（団体
役員）

来客数の動き ・今月前半は猛暑、夏季長期休暇の影響によりタクシー利用
が増加したと思われるが、その反動からか、長期休暇後は極
端に低迷している。

▲
通信会社（経営
者）

販売量の動き ・８月はお盆休みがあるので、機器販売及び工事等は９月に
入ってからという声が多い（東京都）。



▲
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・販売数の減少がみられる。前年実績を下回る日が続いてい
る。

▲

通信会社（局
長）

販売量の動き ・ケーブルテレビ、インターネット、モバイルそれぞれの契
約数は、前年比で下降トレンドになっている（東京都）。

▲

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・法人向けのソリューションシステム販売は、件数こそ出て
はいるものの、大型案件は減少している。また、個人向けの
携帯電話及び附属商品の販売は、販売台数が減少している
（東京都）。

▲

通信会社（総務
担当）

単価の動き ・日用品等に少しずつ値上がりの動きがみられる。消費税増
税前の駆け込み需要の勢いは感じられない（東京都）。

▲

ゴルフ場（従業
員）

それ以外 ・前年は猛暑日が続いて来場者数が減った。今年は、前年に
比較して猛暑日は少ないが、天候不良で来場者が減ってい
る。日本の気候は亜熱帯化してきているように感じる。日本
人の生活スタイルも変化している。命に関わる暑さといわれ
れば、外出も控えるし、ゴルフもしないだろう。

▲

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・猛暑と降水量の増加により、来客数の低迷が続いている。
猛暑の時期は避暑地でプレーするケースが多い上に、７月の
多雨及び日照不足がコースコンディションにも悪影響を及ぼ
しており、集客に苦慮している。

▲

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

販売量の動き ・新規の取引がない。これから先も販売増加は見込めない。
消費税増税が影響する。

▲

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・前月から同様だが、実働している社員が不足しているため
に、営業が思うように展開していない。行政の入札関係にも
積極的にチャレンジしているが、なかなか受注に結び付かな
い。社員の増強を図ることが一番肝心だと思っている。

▲

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・改修工事の話が多少出てきてはいるが、内容説明のみでそ
の気配はない。新築関係の話はほとんどない（東京都）。

▲

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・現在は増築、改築、耐震補強という仕事が主流である。新
築物件がないということは、景気にはなかなか直結していか
ない。耐震補強などはあるが、新築物件と比べれば雲泥の差
である。

▲
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量がやや落ちてきている。

▲

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３か月前に比べ、新築売りのアパートの売行きが徐々に悪
くなってきている。８月という季節もあるが、例年余り関係
なく契約できているので、やはり景気が後退していると感じ
る。

▲
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売物件の動きがとにかく悪い。展示場や現場見学会への
来場者数も目に見えて減っている。

▲

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・例年に比べて数字的な落ち込みは少ないが、景気が良いと
いう世間的な印象とのかい離がみられる。建材業界では上向
く要素は少ないのが実態である（東京都）。

×

一般小売店［家
具］（経営者）

販売量の動き ・景気が悪い。来客数が少ないので、当然ながら販売量も少
ない。10月に消費税が10％に上がるにしては駆け込み需要が
なく、非常に悪い（東京都）。

×

一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

来客数の動き ・店舗が過剰なため、悪くなっている。

×

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

それ以外 ・消費税増税前の駆け込み需要等があり、役所等の案件が多
かったのだが、それになかなか対処できず、納期遅延により
１か月間の指名停止処分を受けてしまった。商品の納入等が
一切できなくなってしまい、最悪の状態になっている。店頭
販売である程度の売上は確保しているが、それもやや下り調
子になっている。

×
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・連日の猛暑で外出を控えている人がとても多い。

×

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・消費税増税を目前に控え、世界経済の減速もマスコミでさ
さやかれており、心理的にはマイナストレンドばかりが強調
されている（東京都）。



×

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

単価の動き ・単価の値上がりに加え、入荷も少なく、利益が出ない（東
京都）。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・週末などは来客数がかなり多かったが、まとまった宴会の
数が少なかったので、売上が悪くなっている（東京都）。

×

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（役員）

それ以外 ・人手不足により、新規現場の獲得を見送るケースが顕著に
出てきており、危機感を感じている。また、最低賃金の引上
げ等、人件費にまつわる経費増が収益を徐々に圧迫してきて
いる。売上、経費両面で厳しい環境にある（東京都）。

×

観光名所（職
員）

来客数の動き ・３か月前はゴールデンウィークもあったので、今月は３か
月前と比べると全然少ない数字となっている（東京都）。

×

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・当社は不動産デベロッパーと総合建設業である。ここ３～
４年は住宅の売行きが非常に悪い。政府が住宅取得のバック
アップをしていなかったからである。例えば、住宅取得のた
めの生前贈与は、数年前は3500万円まであったが、現在は
700～1000万円までで、住宅ローン減税も減ってきている。
10月1日の消費税増税を機に、住宅取得の後押しになる政策
を期待する。一方、建設業は、工事原価が著しく高騰してい
るために、公共工事では赤字になってしまうこともあるた
め、落札者が出ずに不調になることもある。

◎ ＊ ＊ ＊

○

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑、ゴム印、名刺印刷などの仕事をしている。８月は珍
しく特需があり、商工会議所から、10月に行われるプレミア
ム付商品券に関連するスタンプ印とゴム印各128個の注文が
あった。プレミアム付商品券に合うかなという部分である
が、落ち込みがちな８月を特需が補ってくれている（東京
都）。

○
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・上半期の決算期に向け、例年どおり受注が増えている（東
京都）。

○
通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・一進一退の状況が続いている（東京都）。

○

金融業（統括） 取引先の様子 ・海外との貿易関係でマイナス面はかなり出ていると思う
が、東京オリンピック等の盛り上がる材料があるので、全体
的にまだ上向きそうな感じがする。

○
広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・ラグビーワールドカップ関連のイベント等が増えてきてい
る。

○

税理士 取引先の様子 ・梅雨寒で売行きの悪かった夏物衣料も、梅雨明けからの猛
暑でセールを早めた効果もあり、好調となっている。消費税
増税を10月に控え、大物家電の売行きも好調である。

□

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前から受注量が少なく、景気は悪いままで変わらな
い（東京都）。

□

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ペーパーレス化、各種電子化などにより、受注が低迷して
いる。

□

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・中国の電子商取引法改正により滞った化粧品容器の受注に
全く回復傾向がみられず、今月は夏休みも重なって売上は大
幅減となっている。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・毎年８月は稼働日数が少なく、販売に苦労をしている。そ
れに加えて、今年は連続９日間の夏休みを取る人が多く、経
営者はつらい。日本人は昔に比べて働かなくなっている（東
京都）。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・商品が思うような価格で売れない。

□
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の生産が大分減ってきているそうで、派遣も減って
きている。

□

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・取扱量の減少により、取引先が夏季休暇の日数を例年より
１日増やしたため、稼働日数が減少した。取扱量も低迷を続
けており、特段の変化はない（東京都）。

□
輸送業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・繁忙期は過ぎたが、物流量が前年を下回っている。

企業
動向
関連

(南関東)



□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・繁忙期に向かって物量は増えていくが、価格交渉の成果が
見えていないので、収益は伸びていない。

□
金融業（支店
長）

取引先の様子 ・消費税増税前の駆け込み需要もさほどではない。足元の景
気は横ばいである。

□

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・市の第１再開発地区の百貨店が９月末で閉店する。23年間
の感謝を込めたファイナルセールが開催されているが、まだ
新規の発表が出ていない。皆も何が来るのか期待して待って
いるが、大型店舗のためそう簡単にはいかない。期間も相当
掛かると思われるので、年末から新年にかけてのオープンで
はないか（東京都）。

□

不動産業（総務
担当）

競争相手の様子 ・景気の悪化が叫ばれているが、当社も含め都心のビル賃貸
業者の景況感は悪くはないと感じている。所有ビルの稼働状
況は相変わらず好調である（東京都）。

□

税理士 それ以外 ・夜に近隣ＪＲ駅周辺の商店街にある飲食店を見ているが、
客が余り入っていない。入っているのは駅前の居酒屋など一
部の店である。別の私鉄駅周辺の店は、客は入っているが、
すぐ潰れて違う店や経営者に変わっていることが多い（東京
都）。

□

社会保険労務士 取引先の様子 ・まだ資金繰り等の厳しい会社が見受けられる。今回の最低
賃金改正も、中小企業にとっては影響が大きいと感じている
会社が多いようである（東京都）。

□

その他サービス
業［警備］（経
営者）

取引先の様子 ・このところ売上の推移に大きな変化はない。お盆を挟んで
人の動きもほとんどない。

□

その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・消費税増税前の引き合いはあるが、見積りの段階から発展
しない。取引先は優先順位を見計らっていて、広告費などは
後に回す傾向にある（東京都）。

□

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・今年度に入ってから、通信系の設備投資が順調に伸びてお
り、若干良い状況が継続している。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・お盆の繁忙期は前年比90％で、人の動きも変わっているよ
うに感じられる。

▲

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

取引先の様子 ・お盆休みの影響もあり、動きが鈍い。前年の水準を下回る
状況で推移している。

▲

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

それ以外 ・中古オフィス家具専門店の営業によると、オフィス家具の
入替えが少なく、中古品が出回らないため、需要があっても
商品がなく、売れないとのことである（東京都）。

▲

化学工業（総務
担当）

取引先の様子 ・例年、夏場のこの時期は売上が減少するので、景気後退と
いうより季節性と思える。需要先によっては例年を下回ると
ころもあり、勢いがない。

▲

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・米中の貿易問題や日韓関係の問題など、海外情勢の影響が
国内でも少し出てきて、全体の動きがやや悪くなっているよ
うに感じる。

▲
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・取引先からは、先の予定は今のところないと聞いているの
で、営業範囲を広げて、仕事確保に努める。

▲
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・各得意先からの発注量が減ってきている。

▲
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・何社かある取引先の中で、落ちているところがある。

▲

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・在庫を余り置かないということで、仕入れが抑えられてい
る。消費税増税と、東京オリンピック関係の問題があると予
想している。

▲

金融業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・取引先の様子だが、８月、特にお盆の天候悪化により、小
売業や飲食業で売上が減少している。食品やゴム製品の値上
がりもあり、消費は落ち込む傾向にある。不動産業では、地
価が高止まりしており、仕入れがしにくい。建設業では、ア
パート等収益物件建設の売上が減少している。また、銀行融
資も厳しくなっている。全体的に、人手不足から人件費が高
騰し、利益を圧迫し始めており、景気は下がり気味である
（東京都）。



▲

金融業（役員） 取引先の様子 ・建売事業等における販売期間の長期化がみられ、当該事業
に係る融資についての期限延長が増加している。また、米中
貿易摩擦の影響が製造業を中心に表面化しつつあり、事業計
画を下方修正している取引先がある。

▲
広告代理店（営
業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・当社の売上は、各業種にわたり前年を割っている（東京
都）。

▲
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・消費税増税前の駆け込み需要などは起きていない。

▲
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・海外情勢が景気を悪くする方向に大きく影響している（東
京都）。

▲

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今年は夏季長期休暇や暑さの影響等で取引先工場の稼働率
が落ち、受注量が減少している。

▲

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・売上が予算を下回っている。また、現状では前年以下の売
上となっている（東京都）。

×

精密機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先の大企業が、９月決算に向けて在庫を絞り始めてい
る。このような動きはここ２～３年見受けられなかったが、
景況感が悪いときの行動パターンであるため、注目してい
る。

×
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・営業をしていても、話が進まない。

◎

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人数の動きは前期比80％と落ち込んでいるものの、前々
期からは110％となっている。前期は労働者派遣法への対応
による人員交代募集の影響があったので、継続的に人手不足
感は解消されていないとみている（東京都）。

○

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・企業の長期就業期待にこたえるサービス形態として、無期
雇用契約スタッフの派遣ニーズが高まり、依頼が堅調に伸び
てきている（東京都）。

○
人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・クライアントの下期の開始に伴い、求人数が微増してい
る。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３か月前と比較して、求人数は変わらず堅調に推移してい
る。

□
人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・日常生活で景気の影響があると思えるような変化がない
（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・同一労働、同一賃金への賃上げ要請に対して、非常にシビ
アな回答が多い（東京都）。

□

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

採用者数の動き ・周辺企業では、中途採用への意欲をよく聞くので、景気は
まだまだ良いのではないか（東京都）。

□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数、月間有効求職者数共に減少傾向にあるが、
新規求人数は増加している。全体的な労働情勢は回復してい
るが、人手不足分野は依然として応募がない状態が続いてお
り、良くも悪くもない（東京都）。

□

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・新卒採用は終盤を迎え、留学生、公務員からの転向組にシ
フトしているが、前年ほどの盛り上がりは感じられない。企
業は抑え気味の活動である（東京都）。

□

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・求人に対し求職者の応募はあるが、技術系など職種によっ
ては鈍い。待遇の内容は悪くないが、全般的に動きが鈍い
（東京都）。

□
民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・夏休みなどで面接や採用などのスケジュールが遅れること
はあるが、大きな変化はない（東京都）。

▲
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・大手企業のリストラが更に進んでおり、求職者数がますま
す増えている（東京都）。

▲

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・派遣先からの求人数は前年を割っている。今年に入ってか
らは、前年を基準軸として上下に振れるケースが増えてきて
いることもあり、徐々に厳しくなり始めている（東京都）。

▲

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・ここ数か月間、周りの景気が少しずつ悪くなってきてお
り、前月求人数が減少したことにより、採用決定数が減少し
ている。そのため、近隣地域における派遣労働者人口は減少
傾向にある。また、求人数、求職者数も減少しており、全体
的に動きが鈍くなっている（東京都）。

雇用
関連

(南関東)



▲

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・今月は倒産が４社、廃業が２社、新規が49件である。例年
８月は落ち込むことが分かっているので頑張って取ったのだ
が、それにしてはそれほど伸びがない。短期の募集など小さ
い物も拾えて良かったが、やや悪くなっている。

×
人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・エンジニア派遣事業において、製造業からのエンジニアの
引き合いが減少してきている（東京都）。
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